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18歳～ 34歳までの若者たちが中心

となって環境活動を展開している国

際青年環境NGO「A SEED JAPAN」

では、10年ほど前から『食の安全と農

業の未来を考えるチーム』を発足して、

有機農業を体験するなど、さまざまな

活動を行ってきました。

今年の春からはこの活動をさらに

発展させ、生物の多様性を守り、地域

を元気にする農業を応援していこうと

『いのち×ローカルな農業プロジェク

ト』を立ち上げました。そのキックオ

フイベント「いのち×ローカルな農業

プロジェクト―オリエンテーショ

ン」（東京都渋谷区・JICA地球ひ

ろば）では、約40人の若者たちが

集まり、環境を保全する日本の農

業のこれからについて、熱気を帯

びたグループディスカッションを

行いました。

イベントでは、「いのち×ローカ

ルな農業」を実践しているゲスト

も参加し、その取り組みを紹介しまし

た。ゲストの一人、若森洋崇さんは東

京の大学を卒業後、「豊かな生活は地

方にある」と帰郷。現在は兵庫県豊岡

市コウノトリ共生部主任として、コウ

ノトリも
・

住める環境づくりのため、可

能な限り農薬や化学肥料を使わずに

お米を育てる農法を推進しています。

「日本の空から消えたコウノトリを再び

空に帰すための生きものを育む農法。

この取り組みを継続していくためには、

消費者がその付加価値を理解し、買っ

てくれることが大事です」（若森さん）

ゲストの話を受けて、ディスカッ

ションはさらに白熱。参加者からは、

「消費者は値段だけ見れば安いものを

選ぶ。値段以外の付加価値を見えるよ

うにすることが大事」「環境にいい農

業でも、採算が合わなければ続けられ

ない。それを後押しする行政のかかわ

りも重要」「消費者が食や農の問題を

知ることで変わっていく。意識をもっ

た私たちがもっと声を大にして伝えて

いくことが必要」など、さまざまな意

見が発表されました。

農家での住み込み研修の経験もある

小泉晶子さんは、プロジェクトの中心

に立ち、参加者にこう呼びかけます。

「私たちは、日本の農業を若者パワー

で変えてやるんだという強い意気込み

をもっています。農家でも政治家でも

なく、都会で生活する私たち若者がで

きることは何か。今日ここで話し合っ

たことを、一緒に行動できるメンバー

になってもらいたい」

いのち×ローカルな農業プロジェク

トは、まだ始まったばかり。しかし、

彼らから湧き上がってくるアイディア

が熱意によって実行される日はそう遠

くないはずです。

若者パワーで変えていく！　
日本の農業と環境のこれから
A SEED JAPAN「いのち×ローカルな農業プロジェクト」

身近な食と農業について若者たちが議論

国際青年環境NGO
A SEED JAPAN
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「いのち×ローカルな農業」のコンセプトを
分かりやすく解説したパンフレット

平成17年にコウノトリを野生に戻し
た豊岡市。コウノトリが田んぼにいる
風景が戻ってきた
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